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重要伝統的建造物群保存地区における低未利用地に関する研究
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真壁町

今井町



仮説

図1　駐車場と重伝建の関係



重伝建（IPDGTB） 

126地区 

特定物件密度 
真壁町：6.1 
（2010年に選定） 
今井町：29 
（1993年に選定） 

真壁町→密度が低い 
　　　　駐車場多？ 
今井町→密度が高い 
　　　　駐車場少？ 

仮説



真壁町



公共交通状況 

公共交通は不十分 

自家用車に依存 

かつて、関東鉄道筑波線
!茨城県土浦市の土浦駅と茨城
県西茨城郡岩瀬町（現桜川市）
の岩瀬駅

1987年4月1日に廃止→りんり
んロード（自転車道線）
真壁町内を経由する路線バス
→2011年3月廃止

2016年10月から2017年9月まで筑波
山口と桜川市役所真壁庁舎を結ぶバス
が実験的に運行されていたが、10月よ
り岩瀬地区まで延伸されて、本格的に
運行が開始しされている。

図２　公共交通状況



Built at home 自宅併設 

Facilities        施設併設 

Monthly Fee   月極 

Flat Fee         回数貸し
図3 駐車場の種類と分布



表２　駐車場の数

調査範囲 重伝建地区内 重伝建地区外

図４　駐車場の数の割合



大規模駐車場の発生 

重伝建の内外には差がない 

図５ 駐車場の台数と分布



図６ 駐車場と建物の関係



図７ 駐車場と建物の関係と分布

図８ 駐車場と建物の関係の割合（箇所数）

図９ 駐車場と建物の関係の割合（面積）



家屋台帳 

明治35年に作成

桜川市教育委員会所蔵



やはり、建て替えを 

必須とするケースは 

多い。 

特に全面駐車場化は 

重症 

図10 駐車場の出現過程



真壁について 
住民用と観光客用の両方が重伝建地区の内部に取り込まれており、歴史的な町
並みの景観や土地利用が大きく改変されている。 
調査範囲の面積の16%、重伝建地区の14.2％を駐車スペースが占めている。 

近代化に伴って伝統産業（醸造業）が衰退、或いは社会の変化によって不要に
なった建築物（陣屋、公共建築）が取り壊され、空き地となった空間が大規模
な観光客用駐車場に転用されていることがわかった（骨粗鬆症）。 
ただし一方で、特定物件の建物の内部や後方に駐車場を設け、敷地・建物の本
来の状態をよく保つことができているケースもある。必ずしも建造物や敷地の
歴史的な状態を変更せずとも駐車場を設けることは可能な場合もあることにな
るが、その面積の割合は低い。 



今井町



今井町



図11 真壁の公共交通



図12 駐車場の種類と分布

Built at home 自宅併設 

Facilities        施設併設 

Monthly Fee   月極 

Flat Fee         回数貸し



今井町の駐車場の数と駐車可能台数

調査範囲 重伝建地区内 重伝建地区外



真壁町

今井町

調査範囲 重伝建地区内 重伝建地区外







駐車場の数と建物の関係

25駐車場の面積と建物の関係

調査範囲 重伝建地区内 重伝建地区外



図　駐車場の出現過程

1955年の 

航空写真



今井町について

今井町では調査範囲の面積の12％、重伝建地区の5.9％を駐車スペースが占め
ている。自宅併設や施設併設等のように、駐車場の種類において、重伝建地区
の内外では箇所数では殆ど差がないことは意外な事実であった。 

駐車場の設置方法において重伝建地区の内外ではある程度の相違が見られた。
重伝建地区内では、敷地の間口が狭く、隣棟間隔も狭いので、側面に駐車ス
ペースを設けることができず、建物の内部に自動車を駐めるケースが多い。重
伝建地区外では、17.7％の面積を駐車場が占めており、さらに、そのうちの
72.6％を全面駐車場が占めている事実を鑑みると、重伝建地区を一歩外に出れ
ば、砂漠化を彷彿とさせるような閑散とした景色が広がっていることとなる。


